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☎042−705−1422
44,921人
23,612世帯（R7.8.1現在）
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にこまると
遊んでね！

音楽のイベント
もあるみたい!?
楽しそうね!

笑顔で
　 つなぐ

相模台
福祉まつり

第26回
相模台
福祉まつり
相模台
福祉まつり
10月25日（土）
相模台公民館 10：00～15：00

待ってるよ！

みんな来てね♪

にこまる



相模台地区社協だより ⑵

相模台地区社会福祉協議会の活動についてのお問い合わせは、事務局（相模台まちづくりセンター内）042-705-1422まで。

令
和
７
年
度
定
期
総
会
開
催

　

日
時
：
令
和
７
年
５
月
27
日
（
火
）

　

会
場
：
相
模
台
公
民
館
大
会
議
室

　

総
会
案
件
審
議
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の

議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
案
と
も
提
案
通
り
満
場
一
致
を
も
っ

て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
「
三
光

ホ
ー
ム
株
式
会
社
」
様
に
感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
渡
り
地
区
社
協
役
員
を
務
め
ら

れ
た
小
川
政
義
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
出
席
者
数
総
議
決
件
数
件
103
件

　

出
席
者
30
名
、
議
決
権
委
任
者
60
名

　

合
計
90
名
を
も
っ
て
総
会
成
立

一
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業
報
告

二
号
〃　
　

令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告

三
号
〃　
　

福
祉
基
金
管
理
運
用
報
告
備
品
目
録

四
号
〃　
　

会
計
監
査
報
告

五
号
〃　
　

�

令
和
６
年
度
社
会
福
祉
活
動
推
進

功
労
者
受
賞
報
告
及
び
相
模
台
地

区
社
協
感
謝
状
贈
呈

六
号
〃　
　

令
和
７
年
度
役
員
・
理
事
報
告

七
号
〃　
　

令
和
７
年
度
事
業
計
画

八
号
〃　
　

令
和
７
年
度
収
支
予
算

令和７年度
相模台地区社会福祉協議会役員

会　長　中　村　　　明（自治連）
副会長　戸　部　惠美子（民児協）
　〃　　枡　田　貞　明（自治連）
　〃　　林　　　　伸行（自治連）
会　計　江　口　洋　子（民児協）
監　事　星　野　睦　子（民児協）
　〃　　有　村　晴　信（老　連）

表彰：三光ホーム㈱

定期総会

　

皆
様
に
は
相
模
台
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
各
事
業
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
問
題
で
超
高
齢
化
社
会
を

ど
の
様
に
支
え
て
い
く
か
、
地
区
社
協
に

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
問
題
で
す
。

　

当
地
区
社
協
で
は
、
基
本
理
念
と
し
て
、

「
誰
も
が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
推
進
」
を
掲
げ
て
、
各
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
楽
ら
く
」
で
は
、

地
域
の
憩
い
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年

９
月
に
は
、
麻
溝
台
地
区
に
２
か
所
目
の

楽
ら
く
を
開
所
し
ま
し
た
。「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
・
子
育
て
サ
ロ
ン
」
の
活
動
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
協
力
の
基
、
各
地
で

活
動
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
知
識
、
健
康
維
持
を
高
め
て

頂
く
た
め
に
、
年
２
回
、
福
祉
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
福
祉
講
座
で
は
各
視
点

か
ら
、
問
題
を
掘
り
下
げ
て
、
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
敬
老
事

業
と
し
て
80
才
以
上
の
方
に
御
祝
品
を
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

当
地
区
社
協
の
最
大
事
業
で
あ
り
ま
す

「
福
祉
ま
つ
り
」
を
10
月
25
日
（
土
）
に
公

民
館
全
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

相
模
台
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
中
村
　
明

収　入
2,960

賛 助 会 費
配分金収入
809

市社協
補助金収入
1,011

前年度繰越金
567

その他
573

支　出
2,960

協力団体
への助成
175

小地域支え合い活動
支援事業・
その他の事業
650

事務費・会議費
360

情報提供
活動事業
620

福祉コミュニティ
形成事業
400

その他
755

令和７年度相模台地区社会福祉協議会収支予算会費・募金募集へご協力頂き
ありがとうございます

　赤い羽根募金、年末たすけあい募金等の
募金活動と、赤十字会員増強運動、市社協
賛助会員の募集活動は、自治会を通して行
い、地区社協の取り組みの活動財源となっ
ています。また、街頭募金、校内募金等も
募金活動の大きな力になっています。ご理
解とご協力をお願いいたします。皆様から
頂いた会費・募金は、地域の福祉活動に大
切に使わせていただいています。

（単位：千円）

　

支
援
が
必
要
な
人
が
「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
」
に
は
、

世
代
間
を
超
え
た
地
域
全
体
が
協
力
し
支

え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
み

ん
な
で
考
え
、
協
力
し
て
解
決
を
図
っ
て

い
く
。
地
区
社
協
の
使
命
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
今
後
の
事

業
実
現
に
向
け
て
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



相模台地区社協だより⑶

◆調査、事業の企画・立案

◆理事研修会の企画

◆広報紙の発行
　「みんないいひと相模台」を年
２回発行、地区社協の取組みをご
紹介します。

◆福祉講座の開催
　身近な福祉をテーマにした講座
を開催します。

◆第26回 相模台福祉まつり　
　の開催
　10月25日（土）に開催予定です。
大会議室で音楽イベントなどを開催。
介護・健康の相談、地域作業所の
手作り作品の展示・販売等を通じ
た福祉啓発に取り組みます。

◆いきいきサロンへの支援
　地区内１4か所で開催されている
いきいきサロンの活動の支援等を通
じて、高齢者の方の憩いの場づくり
に努めます。

◆ひとり暮らし高齢者
　お手紙訪問
　７5歳以上のひとり暮らしの方
（希望者）に、季節に合った手書き
の挨拶状をお持ちいたします。

◆ラジオ体操の実施
　毎週火曜日午前８時から、相模台
公園で実施しています。

◆児童・障がい者に関する講演会、
　体験会、映画会の開催

◆児童・障がい者関連施設等の
　見学・研修

◆子育てサロンへの支援
　子育てサロン「わくわく南台」の
活動の支援等に努め、子育て中の
親子の仲間づくりに努めます。

◆子育て情報紙「ぴよぴよ」の発行
　子育てに
まつわる情報
を年2回お届
けします。

総務企画部会の事業 高齢者福祉部会の事業 児童・障がい者部会の事業

相模台地区社会福祉協議会の活動についてのお問い合わせは、事務局（相模台まちづくりセンター内）042-705-1422まで。

①ボランティアの育成と活動の活性化
②いきいきサロン・子育てサロンの推進
③児童・障がい者に関する福祉啓発活動の推進

相模台地区社協の取り組み
令和7年度

重点目標：誰もが安全・安心して暮らせる地域づくりの推進
④「サポートセンター楽らく」
　（福祉コミュニティ形成事業）の運営・推進　
⑤高齢者の介護予防・生きがいと健康づくりの推進

・相模台地区自治会連合会
・相模台地区民生委員児童委員協議会
・相模台地区保護司会
・相模台地区老人クラブ連合会
・相模台地区青少年健全育成協議会
・市立南障害者地域活動支援センター
・相模台第１包括支援センター
・相模台第２包括支援センター
・相模台公民館
・相模台商店街連合会

◆相模台地区社協 構成団体◆

令和６年度 理事視察研修

総務企画部会 会議の様子

サロン協力者研修会　風景
福祉用具体験会

ぴよぴよNO.35号

相模台地区社会福祉協議会
福祉まつり実行委員の皆さん

ラジオ体操の様子



相模台地区社協だより ⑷
　

令
和
７
年
８
月
２
日
（
土
）
相
模
台

公
民
館
に
て
相
模
原
市
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
糠
信
千
代
子

氏
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
B
L
G
相
模
原

の
方
々
に
よ
る
福
祉
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
高
齢
者
の
約
20
％
が

認
知
症
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
認
知
症
を
正
し
く
知
る
こ
と

は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
定
義
か

ら
始
ま
り
、
種
類
、
原
因
、
過
程
、
遅

ら
せ
る
ポ
イ
ン
ト
、
対
応
の
仕
方
な
ど

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

認
知
症
と
は
「
認
知
機
能
が
後
天
的

な
脳
の
障
害
に
よ
っ
て
持
続
的
に
低
下

し
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支
障
を
き

た
す
状
態
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
や
レ
ビ
ー
小
体
型
な
ど

４
つ
に
分
類
さ
れ
、
糖
尿
病
、
脳
血
管

障
害
な
ど
の
病
気
や
薬
な
ど
に
よ
っ
て

発
症
し
ま
す
。
記
憶
を
つ
か
さ
ど
る
大

脳
の
一
部
に
支
障
を
き
た
し
覚
え
に
く

く
な
り
ま
す
。
適
切
な
医
療
適
切
な
関

わ
り
が
進
行
を
遅
ら
せ
る
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
私
た
ち
は
常
に
「
記
憶
」
を
頼
り

に
生
活
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
る

と
持
続
的
に
記
憶
保
持
力
が
低
下
し
て

い
き
、
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
わ
か
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
周
り
の
方
々

は
理
解
し
、「
適
切
な
関
わ
り
方
を
学

ぶ
」「
や
さ
し
く
見
守
る
」
な
ど
の
対

応
が
大
事
で
す
。

　

講
義
の
あ
と
、
認
知
症
の
あ
る
方

（
B
L
G
相
模
原
）
の
素
晴
ら
し
い
歌

声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
生
活

の
実
態
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
の
方
々
の
「
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
人
と
の
接
点
を
持
ち
、
前
向
き
に

生
き
る
」
こ
ん
な
姿
を
見
て
感
動
し
ま

し
た
。
今
回
の
講
座
を
通
し
て
、
認
知

症
の
正
し
い
理
解
、
認
知
症
の
あ
る
方

の
素
晴
ら
し
い
生
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

大
変
す
ば
ら
し
い
講
座
で
し
た
。

（
林　

伸
行
）

　

令
和
７
年
２
月
１
日
（
土
）
相
模

台
公
民
館
に
て
福
祉
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
認
知
症
の
最
新
情
報
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

城
直
美
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

第
一
部
は
「
認
知
症
と
の
共
生
と
予

防
」
の
講
義
、
第
二
部
は
「
歌
っ
て
、

笑
顔
♪
み
ん
な
元
気
」
と
講
師
の
城

先
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て
参

加
者
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
、
何
ら
か
の
脳
の
病
気

に
よ
っ
て
記
憶
力
な
ど
の
認
知
機
能

が
低
下
し
仕
事
や
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
た
状
態
で
す
。
１
．
最
近

の
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
２
．
物
忘

れ
の
頻
度
が
多
い
３
．
段
ど
り
が
悪

く
な
る
（
行
動
が
ゆ
っ
く
り
）
４
．

ミ
ス
が
多
い
読
み
書
き
が
で
き
な
い

な
ど
の
自
覚
症
状
を
感
じ
て
い
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
の
調

査
で
、
認
知
症
の
前
段
階
、
軽
度
認

知
症
（
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
の
該
当
者
は
４
７

２
万
人
（
平
成
25
年
）
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
が
令
和
７
年
に
は
５
６
４
万

人
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。
も
し
も

何
も
し
な
か
っ
た
ら
１
年
後
は
さ
ら

に
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

認
知
症
は
急
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自

覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
６
年
か
ら
７
年

か
か
り
ま
す
。
認
知
症
は
誰
で
も
か
か

り
う
る
病
気
で
す
が
、
認
知
症
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
れ

は
日
頃
か
ら
①
新
し
い
こ
と
に
取
り
組

む
・
計
画
す
る
②
注
意
分
割
機
能
を
鍛

え
る
（
二
つ
以
上
の
機
能
を
使
う
）
③

運
動
不
足
や
食
生
活
の
改
善
で
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
人
に
関
す
る
正
し

い
知
識
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
？
家
族
が
一
方
的
に

施
設
に
入
所
さ
せ
た
り
、
病
人
扱
い
し

て
排
除
し
な
い
事
。
認
知
症
の
人
が
日

常
生
活
を
送
る
た
め
に
、
何
に
困
っ
て

い
る
か
？
何
が
で
き
る
か
？
・
・
施
設

に
入
所
す
る
に
し
て
も
本
人
に
納
得

（
承
諾
）
し
て
も
ら
う
事
も
大
切
で
あ

る
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。（小

室　

智
）

糠信　千代子 氏

城　直美 氏

令
和
７
年
度 

福
祉
講
座

《
認
知
症
を
知
る
》～
認
知
症
に
な
っ
て

も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
～

令
和
６
年
度 

福
祉
講
座

今
日
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

～
脳
い
き
い
き
生
活
を
め
ざ
し
て


